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Yl 相ならび、にYzf目の 3 相とこれらの相の聞に散在する空胞の量的関係が腐食前と腐食後でどのように
変わるかを明らかにし、さらに腐食による生成物を確認することを目的とした。






第 2 報では、腐食前のアマルガムにおける 3 相と空胞の量的関係を明らかにするために、組成の明
らかな Ag-Sn-Cu合金から作製された水銀量39~64%の各アマルガムにおける 3 相の容積と粒度、な
らびに空胞の量を測定した。また、これらのアマルガムの密度を測定した。






にする目的で、 3rc 、 1%食塩水にアマルガムを浸漬し、 3 相と空胞の量的関係および衝撃強さが
in vitro 腐食によりどのように変わるかを検討した。また腐食産物を X線回折法により分折した。さ




要な1産物は酸化第 1 錫SnOで、あることが認められた。 Y2相の孔食により多量の空胞を生ずる結果、腐
食組織は多孔質となり、衝撃強さは著るしく低下していた。
以上のごとく、本研究においては、水銀エッチング法を用いて、腐食前ならびに腐食後のアマルガ
ムの構成各相の量的関係の変化を検討した結果、アマルガムの腐食は主としてれ相において起こり、
酸化第 l 錫SnOを生成することが示唆された。
論文の審査結果の要旨
本研究は、水銀エッチング法を用いて金属組織学的にアマルガムの腐食機構を追求したものであり、
アマルガムを構成する各相の腐食による量的関係の変化ならびに腐食生成物について重要な知見を得
た価値ある業績であると認める。よって、本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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